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越境地域と歴史・文化 （会場：本館5Ｆ）
コーディネーター：和田明美（愛知大学）
コメンテーター：藤田佳久（愛知大学）

趣旨：道と越境をテーマに、歴史・地理・文学・言語・民俗・伝承の視点から越境地域を捉えなおすとともに、今後の展望と新たなビジョンを探る。

• 越境する伝承文化―奥三河の昔話伝承を通して―： 竹尾利夫（名古屋女子大学）
• 三遠南信地域の古代地名をめぐって： 北川和秀(群馬県立女子大学）
• 三遠南信地域の歴史GISデータベース化： 飯塚隆藤（愛知大学）

日時：2018年 2月10日(土) 場所：愛知大学豊橋校舎

開催趣旨

◆お問い合わせ先
愛知大学
三遠南信地域連携研究センター
〒441-8522
愛知県豊橋市町畑町1-1

TEL：0532-47-4157

FAX：0532-47-4576
E-mail：sen-center@ml.aichi-u.ac.jp

※参加をご希望の方は、 FAXまたはE-mailにてお申し込み下さい。
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愛知大学三遠南信地域連携研究センターは、文部科学省「共同利用・共同研究拠点」制度における「越境地域政策研究
拠点」として、国内外の越境地域を対象とした政策研究を行っております。その一環として、第5回目となる研究フォーラムを
下記の通り開催いたします。越境地域政策に関心を持つ皆様のご参加をお待ちしております。
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10：15～12：50 講演・シンポジウム （会場：記念会館３Ｆ）

14：00～17：00 分科会 ※分科会２は，13：30より開始いたします
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越境地域とガバナンス （会場：記念会館1F）
コーディネーター：戸田敏行（愛知大学）
コメンテーター：大貝彰（豊橋技術科学大学）

趣旨：国内県境地域および国境地域の政策事例から、行政境界を跨いだ越境地域におけるガバナンス形成の課題と展望を考える。

• 遠隔自治体間の越境連携： 小川勇樹（愛知大学）
• 県境を越えた交流連携による農山村地域づくりの展開： 柳田良造（岐阜市立女子短期大学）
• 「信越県境地域づくり交流会」による越境プラットフォームの形成： 内海巌（上越市創造行政研究所）
• 中国内モンゴル自治区を中心とする「地域連携軸」に関する研究： 暁敏（内蒙古大学）
• 可動的市場（軽トラ市）の越境的構成に関する実証的研究： 小澤高義（豊橋市役所）
• 静岡・愛知県境を水で結ぶ豊川用水： 小酒井徹（独立行政法人水資源機構）
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※ 13:30より開始

越境地域の防災減災と情報支援 （会場：研究館1F）
コーディネーター：蒋湧（愛知大学）
パネル座長：厳網林（慶應義塾大学）

趣旨：巨大災害リスクに備えるため、行政、企業と大学が連携し、越境地域の災害情報の充実と横断的支援の在り方を考える。

 講演 ー防災減災の計画と行動ー
• 南海トラフ巨大地震とは： 大木聖子（慶應義塾大学）
• 巨大地震に備える災害廃棄物処理計画： 北詰恵一（関西大学）
• 廃棄物処理〜平時から災害時へ： 鄭智允（愛知大学）

 パネルディスカッション 行政GISの進化と災害危機への展開： 小林正人（浜松市役所），名和裕司（ESRIジャパン株式会社）
災害リスク評価： 蒋湧（愛知大学）
災害リスクの認知： 大木聖子（慶應義塾大学）
防災教育： 藤井基貴（静岡大学）
災害廃棄物計画の実施へ： 北詰恵一（関西大学）
廃棄物処理の平時と災害時 ： 鄭智允（愛知大学）
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越境地域と人材育成 （会場：本館5Ｆ）
コーディネーター：岩崎正弥（愛知大学）
コメンテーター：黍嶋久好（愛知大学）

趣旨：地域外の人々の果たす役割に注目し、家族ネットワークや交流・移住を通した地域維持の仕掛けと仕組みを考える。消滅可能性から持
続可能性へと変換する可能性を、外部と内部の関係性から検討してみたい。

• 集落固有の行催事との関連に着目した他出子を含めた圏域の再編による山間集落の支援手法： 穂苅耕介（豊橋技術科学大学）
• 中山間地域の集落を出た子どもたちの意識―舩戸ゼミによる浜松市天竜区佐久間町の調査から： 舩戸修一、舩戸ゼミ生
（静岡文化芸術大学）

• 東栄町観光まちづくり協会が目指す地域の人づくり： 大岡千紘（東栄町観光まちづくり協会）
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地理学的視点からみる越境地域 （会場：本館5Ｆ）
コーディネーター：駒木伸比古（愛知大学）
コメンテーター：美谷薫（福岡県立大学）

趣旨：越境地域における社会・経済・行政の動向を、空間・場所・スケールといった地理学的視点から検討する。

• 観光越境地域の観光と経済： 渋澤博幸（豊橋技術科学大学）・今西衞（日本文理大学）
• 越境地域における広域連携を通じたトレッキング・ツーリズム空間の形成に関する地理学的研究： 猪股泰広（筑波大学大学院）
• 飛地と越境行政： 高木彰彦(九州大学）
• 災害・消防応援協定ネットワークにみる防災政策連携の地域構造： 村山徹（愛知大学）
• 越境地域における大型店の立地調整とその現状： 駒木伸比古（愛知大学）

17：30～19：30 統括報告会・交流会 （会場：逍遥館２Ｆ（生協））

あいさつ 川井伸一 （愛知大学学長）

活動報告 戸田敏行 （愛知大学三遠南信地域連携研究センター長）

■ 基調講演 「地域マネジメントと空間情報（仮）」 柴崎亮介（東京大学空間情報科学研究センター）

■ シンポジウム ｢地方創生に向けた地域情報の活用とは」

パネリスト：

コーディネーター：

秋山祐樹
青木和人
鈴木晃志郎
蒋湧
駒木伸比古

（東京大学空間情報科学研究センター）

（あおきGIS・オープンデータ研究所）

（富山大学）

（愛知大学）

（愛知大学）

御名前︓ 御所属︓
御連絡先（TEL・FAX・E-mail いずれか）︓
2/10参加希望 （○をつけてください）︓ 基調講演・シンポジウム、分科会 1 ･ 2 ･ 3 ･ 4 ･ 5 、交流会（⼀般参加費千円）


